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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
P1　
ニチレイ健康保険組合の後藤でございます。それではシニアの健康研究会より発表いたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
P3　
研究会の詳細です。研究会名はシニアの健康研究会。2022年度のメンバーです。健保数は33健保で、内特退は９健保、人数は35名でした。内訳は11名の常務理事から8名の保健事業担当者まで、バラエティーに富んだ構成になっております。研究会は年間8回開催し、出席率は平均79%でした。8/26に暑気払い、」1/19には新年会をオンラインで開催いたしました。表中の色のついているところは特退をお持ちの健保さんです。 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
P4　
ご参考までに2021年度版ですが参加健保の加入者数と前期高齢者数をグラフにしてみたものです。153万6千人の加入者のうち約半数を上位5健保で占めておりました。前期高齢者はやはり特退をお持ちの健保さんが殆どとなります。当健保は200人強でしたので、全体から見ると誤差といって良い程度でした。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
P5　続いて研究会の活動目的と成果目標です。まず活動目的は「世の中のシニアの健康を増進するため、先ずは自健保のシニアに対して効果的な健康施策を立案・実施し、ヘルスリテラシーが高く、心身共に健康なシニアを地域保険へ送り出すことで高齢者の医療費を適正化し、併せて納付金等が健保財政に与える影響も最小限に抑えることを目指します。」かなり風呂敷を広げた感はありますが、メンバーのみなさまには、自健保さえ良ければ良しといった狭い考えに陥ることなく、全体最適を目指し、掲げた目的からブレずに研究会で活動いただいておりますことを、あらためて感謝申し上げます。続いて、成果目標は３点です。一番目にシニアの健康に関する最新知見の獲得、次に納付金、支援金制度の背景理解、三番名に研究会参加の健保が共同で活用できるシニア向け健康事業（素材連携）の立案。後ほどご報告いたします共同事業は、健保が単独で実施する場合と比べて費用対効果の高い取組であると捉えております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
P6　次に2022年度の活動状況です。全てZoom開催となりました。前半は参加メンバーの自己紹介からグループに分かれての情報交換、前年から継続している共同事業の情報共有と参加の募集、2019年度に当時の担当理事でいらしたリクルート健保の青山常務にお取りまとめていただいた、シニア研としての実施施策（勝手に青山レポートと呼ばせていただいております）を新メンバーも含めて再共有させていただきました。中盤の9月では墨田区福祉保健部の谷口様と高橋様によります「墨田区の健康づくりの取組」～シニア層を踏まえた健康づくり～、10月は東大の井出先生による「データヘルス・ポータルサイトから見た健保組合のデータヘルス計画」をテーマにご講演をいただきました。11月は例年恒例となりましたアクセンチュア健保の片切講師による「納付金等の仕組」のレクチャーを実施いたしました。当該レクチャーは何年も拝聴しているうちにジワジワと理解が深まってくる感じの内容で2023年度も実施を予定しております。




= BNES =i (REDDBER) B R
2022.02 07 10 12 2023.03

Vol. 35(5 900't|3) VO| 36 (4 150%F) VO|.37(8,900%|3) Vol. 38(17 OOOtB) Vol. 39(8400’15)
Tﬁf%ﬁ%b%‘x i@%“ﬁ‘ﬁb{f : BT WS ' 2, : \ et s e
M:"‘ %Zﬁé;%:: r‘ﬂ"}w‘sS@{.‘;Z %N‘i%} :i“%-_‘ :{J:L:Iégl
o
TWERIZERELEL |'|T—l.§3 #wEIAANZ THKITAIT 00 TTEY(EELIE
BEDRHHA ] FE ! [RR/NTI%ER ! fERRA DI ! ] E‘E%OJ

’) ATt ‘.
mmmmoc EEWI. g
ABLELL> | &

M mua-l, 5

(WY DIFE] [TEEIR D)% [ThmY DT ElZE (T 5%HZL [Ir—F2JT
BOFELEI ] FoTWVWDOETHLRELEEZ | IIYHAX] ERIEEZEEZD]


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
P11　
これまでの発行実績です。既に5回を数え、35号は5,900部でメイン記事は「薬の飲み方」ですのでシニア研記事では「かかりつけ医」をテーマとしました。7月の36号は4,150部でメインが「気分の落ち込み」でシニア研ではメンタルと関係が深い「睡眠力」といたしました。10月の37号はメインが「秋バテ」ですが、4ページの上段が「お肉の積極摂取」でしたので噛み応えを連想して「かかりつけ歯科医」で作成しました。38号はヤマトグループさんのおかげで17,000部まで冊数が増加いたしました。メインが「座りっぱなし」ですのでシニアの方は「エクササイズ」をチョイスいたしました。直近の39号はメインが「靴と歩き方を見直そう」でしたので「ウォーキングで健康増進を目指そう」にいたしました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
P12　
続いてもう一つの共同事業であります「被扶養者健診未受診層へのアプローチ『生活問診アンケートの実施と結果のFB』です。こちらはメンバーの花王さんが同業他社さん数社と実施されたモデル事業である「シニア層の健康促進と自治体へとつなぐ健康事業より」ピックアップさせていただいた事業となります。参加健保は2021年度が博報堂さん、ヤマハさん、日新製糖さんの3健保、2022年度は栗田さん、ボッシュさん、ニチレイの3健保を加えた６健保となりました。流れとしては、対象となる被扶養者のうちの前期高齢者の方々へ「生活問診アンケート」を送り、ご回答をいただいた方々へ次の「ライフスタイルアドバイスシート」を送ります。その後「行動変容アンケート」を送付し、ライフスタイルアドバイスを読んだ結果、行動に変化が起きたか否かを測定するといった構成となります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
P13　
６健保すべて最終の「行動変容アンケート」の送付まで完了しております。4月に入りましたら、今回事業運営をご担当いただきました株式会社ゴートップさんより６健保の結果解析と評価を提出いただき、5月にはリアルに集まって事業の総括を予定しております。詳細がまとまりましたら次回の発表時にでもご報告させていただきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
P14　
最後に2023年度の計画です。まず継続することは①「健康かわら版」の作成、こちらは参加健保より継続を希望する声が多数ありました。次に②保健事業一覧の作成、こちらは作成目的をあらためて明確にした上で、実施する予定です。③各種勉強会、例年の片切講師による納付金／支援金に関するレクチャーと金額シミュレーション、その他、社外講師によるセミナーを開催しようと考えております。「生活問診アンケート」の事業は5月の総括を踏まえて検討いたします。新たに実施することは①新メンバーからの要望を踏まえた事業や②継続メンバーからの有効だった保健事業の事例紹介等を考えております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
P14　
最後に2023年度の計画です。まず継続することは①「健康かわら版」の作成、こちらは参加健保より継続を希望する声が多数ありました。次に②保健事業一覧の作成、こちらは作成目的をあらためて明確にした上で、実施する予定です。③各種勉強会、例年の片切講師による納付金／支援金に関するレクチャーと金額シミュレーション、その他、社外講師によるセミナーを開催しようと考えております。「生活問診アンケート」の事業は5月の総括を踏まえて検討いたします。新たに実施することは①新メンバーからの要望を踏まえた事業や②継続メンバーからの有効だった保健事業の事例紹介等を考えております。
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